
ボーイズ 男の子は
なぜ「男らしく」
育つのか

レイチェル ギーザ(著)
367.5 /ｷﾞ /男性

ジェンダー間の平等化を進めると、
誰もがもっと自由になれる!男子限定
の性教育授業や少年スポーツリーグへ
の取材。トランスジェンダーの子ども
をもつ親たちとの対話。ビデオゲーム
をしながら息子と語る男らしさの幻想
について。ジャーナリスト且つ等身大
の母親が、現代のリアルな「男の子」
に切り込む、明晰で爽快なノンフィク
ション。各メディアにも取り上げられ
た、人気の一冊です。

父の日に読む
父、大活躍絵本

おふろだ、おふろだ! 

渡辺 茂男(作)
えほんコーナー

クマの子どもが、ある日泥んこに
なってお家へ帰ってきた！パパと一緒
に楽しいお風呂だ！可愛らしいクマの
イラストとほんわかしたストーリーが
可愛いえほんです。

うちのパパが世界で
いちばん！

ハリエット・ジィー
フェルト(作）
えほんコーナー

“パパ”は世界にひとつしかないため、
おとりかえできません。りょうりの
じょうずなパパ、こうさくがとくいな
パパ、はしることなら、だれにもまけ
ないパパ。いろいろなパパがいるけれ
ど、やっぱりうちのパパが世界でいち
ばん。まさに父が大活躍する絵本です。

かいじゅうたちの
いるところ

モーリス・センダッ
ク(作)
えほんコーナー

かいじゅうの国をたずねよう。コル
デコット賞を受賞し、世界中の子ども
たちをひきつけてやまないセンダック
の代表作。子どもの内面のドラマをみ
ごとに描いて、今世紀最高の絵本とい
われています。お父さんお母さんも、
子どもの頃に読んだことがあるのでは
ないでしょうか？親子で読むのにオス
スメです！

おとうさん

つちだよしはる(作)
えほんコーナー

わたしは、おとうさんの自転車に
乗って、おとうさんとでかけるのが大
好きです! お気に入りのハンカチを
持って、今日もでかけます。ところが、
ある日、大切なハンカチを落としてし
まって…。父と娘の絆を描く感動えほ
ん。家族の大切さを教えてくれるとて
もオススメの一冊です。

児童労働に
反対する世界デー

借金の肩代わりに労働を強いられた
り、紛争に巻き込まれたり…。ジェン
ダーの平等、児童労働や性的虐待、貧
困など世界中の女の子が抱える問題に
ついて知り、考えてみるのにも最適な
1冊です。

わたしは
女の子だから

Rosemary McCarney 
(原著)
367.2 /ﾏ /YA

わたし８歳、
カカオ畑で
働きつづけて。

岩附 由香(著)
369.4 /ｲ

「低い賃金で働く子どもたちを
使って農水産物を作ることで、生産
物の原価が低く抑えられているのだ
としたら、そうした生産物を食べる
人たちは子どもたちの命と人生を食
べているのだ」という本書のコメン
トは衝撃的です。

チェンジの扉

認定NPO法人ACE (著)
369.4 /ﾁ

児童労働の撤廃を目指し、ガーナ
やインドで活動する認定NPO法人・
ACE。子どもたち自身、そして彼ら
に向き合ってきたACEスタッフが体
験した変化のストーリーを通し、多
様性の社会を「私たちはどう生きる
か」考える1冊。

世界商品と
子供の奴隷

下山 晃(著）
369.4 /ｼ

「南部化するアメリカ」と「アメリ
カ化する世界」。誰もが知っている
ナイキやネスレやマクドナルド…。
営利至上の世界企業が支配するグ
ローバル経済の最底辺から、「最悪
の形態の労働」にあえぐ子供たちの
実像が浮かび上がる。コーヒーや
サッカーボールや携帯電話など、身
近にあふれる商品に埋め込まれた驚
くべき実態を一望する警世の書。

男女共同
参画週間特集

「変わってしまった女」
と「変わりたくない男」

三浦 清一郎(著)
367.12 /ﾐ

女性はすでにさまざまな生活領域
で、考え方も、生き方も変えてし
まった。しかし多くの男性は、考え
方も、生き方も優位な状況を変えた
くない。男女の「対立点」「問題
点」「衝突の現場」を社会教育的観
点から論じる。男女共同参画を学ぶ
良本として、とても人気の一冊です。

「男女格差後進国」
の衝撃

治部れんげ (著)
367.21 /ｼﾞ

政府が女性活躍政策を推進しても、
諸外国の改善と比較する相対評価では、
まったく追いついていけない。
長年ジェンダー問題について取材・執
筆・実践に取り組んできた著者は「多
くの人が、『日本は男女格差が大き
い』と実感せずに暮らしていることが、
日本が変わっていかない一番大きな原
因」と指摘する。本書では、諸外国の
取り組みを紹介しつつ「日本で男女格
差が縮まらない理由」を考察、国内の
成功例を挙げながら、次世代のために
できることを提案する一冊です。


